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桑名市都市総合交通戦略（概要版） 

 

１．桑名駅周辺地区の位置付け                                           

（１）桑名市総合計画 [2015-2024] 

■基本理念・・・本物力こそ、桑名力。 

～“本物”であふれる桑名市へ～ 

■桑名市の将来像を実現するための７つのビジョン 

⑤地理的優位性を活かした元気なまち 

 ⑥桑名をまちごと「ブランド」に 

■中心市街地ゾーンと中心拠点（土地利用構想） 

◎中心市街地ゾーン 

桑名駅の東西に形成されている市街地を中心市街地 

として位置付け、各種都市機能の集積を図り、内外 

から人が集まる賑わいと活力ある拠点づくりを進め 

ます。 

 ◎中心拠点 

交通結節点である桑名駅周辺を中心拠点として位置 

付け、コンパクトな都心を目指すため、機能の再構 

築を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）桑名市立地適正化計画 

■将来都市像・・・快適な暮らしを次世代にも誇れるまち 

■まちづくり方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（３）桑名市都市総合交通戦略 

■都市交通体系の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．桑名駅周辺地区における課題の整理                                 
 

項目 整備計画上の課題 

コンパクトシティの実現 

○人口減少や少子高齢化社会に対応するため、病院や福祉施設等の医療環境と商

業施設等のにぎわい環境を駅周辺に集め、コンパクトシティの実現に取り組む

必要がある。 

桑名ブランドの推進 
○桑名市の魅力を県内外ひいては海外に向けて発信できるようなブランド力を

駅周辺整備に活かし、魅力あふれる空間とする必要がある。 

中心市街地への回遊性 

サンファーレとの接続 

○交通結節点としての機能が優れている桑名駅周辺から、中心市街地へと来訪者

を誘導する回遊性ルートを検討する必要がある。また、既設のサンファーレと

の接続機能を維持することがもとめられる。 

駅東西の交通機能分担 

○駅東西の交通機能の役割分担を明確にする必要があり、その上で、東西駅前広

場のあり方（機能配置）を検討する必要がある。 

⇒公共交通の考え方、一般車利用状況の整理が必要。 

駅舎・駅前広場の 

デザイン統一 

○自由通路整備に伴い、JR 駅舎及び近鉄駅舎を整備する際、全体的に統一され

たデザインにする必要がある。 

⇒統一されたデザインコードを用い、桑名市のブランドイメージに即した景観形

成を行う必要がある。 

駅周辺の高度利用 

○桑名駅周辺地区が持つ地理的優位性により、将来的に地価価値が上がる可能性

が高いため、駅周辺の高度利用を促進し、活性化を図る必要がある。 

⇒都市機能を駅周辺に集積させることにより、民間誘導を含めた高度利用の促進

を進める。 

民間開発の誘導 
○桑名駅周辺への都市機能の集積により、にぎわいと活力ある中心拠点を形成す

るためには、民間主導による開発を誘導する必要がある。 

三岐鉄道西桑名駅 

乗継円滑化・バリアフリー化 

○自由通路の整備により、乗継距離は短縮されるが、現在の西桑名駅舎はバリア

フリー未対応である。（現状、車いす利用者は改札を通過せず、ホーム北側より

出入り。） 

中心拠点誘導施設の整備 
○市民生活を豊かにするため、商業機能、子育て支援機能、高齢者支援機能を備

えた中心拠点誘導施設を整備する必要がある。 

桑名駅周辺地区整備構想（概要版） 

①歴史や文化を継承し、桑名駅を中心に交通結節点の機能が強化され、都市機能の集積やまちなか居住により中

心市街地が一体となり活性化する都市構造 

②鉄道やバス路線などの公共交通が維持され、交流が促進される都市構造 

③歩いて行ける範囲に生活サービス施設（商業施設、医療福祉施設等）が立地し、皆が健康に暮らすことができる

都市構造 

④地域行事への参加や趣味の活動等を通じて地域コミュニティが育まれ、誰もが居場所のある都市構造 

⑤都市基盤や都市機能等の既存ストックが有効に活用される都市構造 

⑥地震、津波、がけ崩れ等の災害から人の命を守ることを最優先とする都市構造 

基本的な方針（桑名市が目指す都市構造） 

コンパクトなまちづくりを支援・誘導する都市交通体系の方針 

１．鉄道やバス（幹線）を軸に、バス（支線）、タクシー等多様な交通手段が一体となって機能する公共交通ネ

ットワークを形成、北勢線は住宅団地から拠点駅（星川駅等）へのアクセス利便性や乗継ぎ機能を強化、養

老線はまちづくり計画や観光振興と連携した２次交通を充実 

２．新病院の整備に合わせたバス路線の再編、中心市街地との関連が希薄な大山田団地等と連絡する公共交通サ

ービスを充実 

３．都市・地域・生活の各拠点内では、歩いて暮らすことを基本としつつ、地域住民が参画する中で、安全かつ

安心に移動できる交通環境を創出 

４．主要な幹線道路の交差点や踏切部等に存する主要渋滞個所を緩和・解消し、円滑かつ快適な自動車走行環境

を確保 

➢コンパクト 便利ですてきな まちづくり 

・桑員地区の玄関口である桑名駅周辺では、都市基盤や交通結節点としての整備を進めます。また、都市機能の

再構築による持続可能な都市をめざします。 

・歴史的、文化的資源を活用した集客・交流機能の整備などを進め、安心して誰もが暮らせ、訪れたくなるコン

パクトシティをめざします。 

➢美しく みんなが住み良い まちづくり 

・桑名のまちなみをはじめとする都市デザインを桑名ブランドとして誇れるよう、関係機関と取り組みを進め

ます。 

・歩行者空間をはじめ、公共施設などにユニバーサルデザインを取り入れ、人にやさしいまちづくりを進め

ます。 

 

基本計画（目指す姿を実現するために） 
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３．桑名駅周辺地区のまちづくりの方針                                   
◎桑名市の顔づくり 

桑名市の玄関口となる桑名駅は、デザインコードを用いた質の高い景観デザインで、東西を一体的なシンボル空

間とする“本物”桑名の顔づくりを行う。 

◎安全で便利な交通結節点づくり 

  高齢化社会に対応した、歩いて暮らせるまちづくりを進めるため、安全で利便性の高い交通結節機能を再構築す

る。 

◎駅東西の機能分担によるまちづくり 

  観光やビジネスで訪れる拠点となる東口を観光交流拠点、市民の通勤通学や買い物などの拠点となる西口を市

民生活の拠点として機能分担し、駅東西の連携を図ることにより、桑名駅周辺の都市機能を再構築する。 

◎にぎわいを生み出す都市機能の集積 

  観光交流の拠点となる東口周辺は、観光やビジネスに訪れた方の利便性に配慮しながら、民間活力の誘導による

にぎわいを生み出す都市機能を集積させ、中心市街地の歴史的・文化的資源への回遊性を強化する。 

◎安心して暮らせる都市機能の集積 

  市民生活の拠点となる西口周辺は、民間活力の導入により、誰もが安心して暮らせる都市機能を集積させ、コン

パクトシティを実現する。 

 

 

 

 

４．桑名駅周辺地区のまちづくりのデザインコード                           
 

≪統一されたデザインコード＝「折衷」の展開≫ 

（１）ジョサイア・コンドルの建築思想【和洋折衷】 

コンドルの建築は、洋館の意匠の中に和風の要素を取り入れる 

手法を随所に取り入れています。（素材の折衷） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

（２）デザインコード 

   時代を折衷（江戸・明治・大正）したカラーを選定します。 

（時代の折衷） 

 

 

 

５．桑名駅周辺地区の空間デザインの在り方                             
 

多くの利用者が滞留し、にぎわいを創出 

する駅前空間（駅前（東）空間、駅前 

（西）空間）では、従来の閉鎖的な空間 

ではなく、屋内と屋外が一体的な空間と 

して捉えることができるような整備が必 

要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桑名駅周辺地区整備構想（概要版） 
 

駅前空間 ≒「まちの縁側・憩いの場」 

アイボリー レンガ色（茶色） 

ベージュ（淡茶色） こげ茶色（濃茶色） 

岩崎久弥茅町本邸 

三井倶楽部 三菱一号館（レプリカ） 

旧古河庭園 

本多忠勝の兜 

黒 色 

明治・大正時代のコンドル建築などに用いられた色調 

江戸時代の本多忠勝の兜に象徴される黒色 

桑名駅周辺地区の課題整理図 

公園 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwipmZnJjbnQAhVLmZQKHUBzDTcQjRwIBw&url=http://www.mitsuipr.com/special/100ka/12/&psig=AFQjCNFzba3gnLjsxhf4lJ7bZfgxnU0qCg&ust=1479792162185980
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６．桑名駅周辺地区の整備方針（案）                                                

 

（１）交通結節機能 ～安全性・利便性に配慮した交通～ 

◎安全で便利な交通広場 

駅利用者の利便性・安全性の向上を図るため、交通広場機能を高めるとともに、自動車の交通流の整理や公共交

通と一般車の分離などの交通広場の再編、観光バスや送迎車等の乗降スペースなどの交通結節機能を強化する。 

駅周辺地区の対象者別利用のイメージ 

市民（日常利用） 
鉄道の利用（乗継ぎ）、バスの利用（乗継ぎ）、タクシーの利用、K―バスの利用、 

一般車の送迎利用、駐車場・駐輪場の利用 

観光客（来訪者） 
鉄道の利用（乗継ぎ）、バスの利用（乗継ぎ）、観光バスの利用、送迎バスの利用、 

タクシーの利用、駐車場の利用 

整備方針（案） 

・地上部における交通広場の再編    ・自由通路と同じデッキレベルにおける安全  ・安心な歩行者用通路の整備 

・三岐鉄道西桑名駅との一体的整備  ・駅利用者等のための駐車場の整備  ・その他多様な交通機能の導入  など 

 

（２）シンボル機能 ～まちなかの魅力を高める都市機能の集積～ 

◎「桑名市の顔」となるシンボル空間 

駅前には、都市の顔となるシンボル空間として、市民が憩い、集まり、交流ができるイベント広場（オープンス

ペース）や観光交流拠点となる機能、商業機能、宿泊機能（ホテル）などの核となる都市機能を集積させる。 

駅周辺地区の対象者別利用のイメージ 

市民（日常利用） イベント広場（お祭り）、飲食・休憩（レストラン・カフェ） 

観光客（来訪者） 
宿泊（ホテル）、観光案内所の利用、物産販売所の利用、飲食（レストラン・ご当地グルメ）、 

商談・会合 

整備方針（案） 

・ペデストリアンデッキの整備  ・来訪者をもてなすホテルの整備  ・観光案内所、物産販売所の整備 

・駅、オープンスペースと一体となった、にぎわいを創出する商業施設の整備  など 

 

（３）居住機能 ～中心地区の居住人口の増加～ 

◎駅と直結した居住空間づくり 

急速に進む高齢化社会に対して、誰もが安心して歩いて暮らせるまちづくりを実現するためには、自動車を必要

としない、駅と直結した居住空間の提供などが求められる。 

駅周辺地区の対象者別利用のイメージ 

市民（日常利用） 住宅（分譲・賃貸）、高齢者住宅等 

整備方針（案） 

・コンパクトシティ実現に向けて、まちなか居住を推進するための優良な住宅供給  など 

 

（４）生活利便機能 ～快適で過ごしやすい生活環境を整備～ 

◎市民の利便性を高める生活利便施設 

快適な日常生活をめざし、商業施設を始めとして、子育て支援施設（子育て支援機能）や高齢者支援施設（高齢

者支援機能）などの生活利便施設を駅周辺に集積することにより、利便性・快適性を高める。 

駅周辺地区の対象者別利用のイメージ 

市民（日常利用） 子育て支援施設の利用、高齢者支援施設の利用、生活利便施設の利用、行政窓口機能、駅前交番 

整備方針（案） 

・子育て支援施設等の福祉施設の整備 ・生活利便施設の整備 ・駅前交番の機能維持 ・公衆トイレの整備  など 

 

 

 

（５）桑名ブランドの推進 ～“本物”を見せる仕掛けづくり～ 

◎桑名の“本物”を見せる仕掛けづくり 

ユネスコ無形文化遺産に登録された石取祭や、全国でも唯一、４社の鉄道と３種類のゲージが見られることなど

に焦点を当て、桑名の“本物”を見せる仕掛けづくりや情報発信を行う。 

駅周辺地区の対象者別利用のイメージ 

市民（日常利用） 
４社の鉄道と３種類のゲージの案内、「石取祭」の案内、展示 

観光客（来訪者） 

整備方針（案） 

・三岐鉄道、各種ゲージの見える化  など 

 

（６）中心市街地への回遊性 

◎中心市街地の一体化 

旧城下町や医療センターなどの都市機能が集積する中心市街地を結ぶ歩行者空間の整備などにより一体化を図

る。 

駅周辺地区の対象者別利用のイメージ 

市民（日常利用） 医療センターへの移動、サンファーレとの接続、周辺施設との接続 

観光客（来訪者） 中心市街地（旧城下町）へ回遊 

整備方針（案） 

・桑名駅から医療センターへの安全な歩行者空間の整備  ・サンファーレ等、周辺施設との接続、回遊性の確保  など 

 

 

 

桑名駅周辺地区整備構想（概要版） 
 

桑名駅周辺地区の機能配置イメージ 


